
① 家具の高さ分以上離れた場所に就寝する。 

② 家具の正面を避けて就寝する。 

③ 出入口付近に家具を置かない。 

④ 家具が倒れても通り抜けられる位置に置く。 

⑤ タンスや本棚などをＬ型金具や支え棒などで固定する。 

⑥ 食器棚の扉に開放防止器具を取り付ける。 

⑦ 物が落下しないように滑り防止の桟を取り付ける。 

 

 
 

盛岡市消防出初式の実施について 
 

恒例の盛岡市消防出初式が次のとおり挙行されます。 

令和３年は、新型コロナウイルス感染症 

感染防止のため、感染防止対策を講じ、規 

模を縮小して実施します。 

第二会場の大通一丁目路上では、消防団 

員と消防車両が行進しますので、感染対策

を実施のうえ、是非、盛岡市消防団の勇姿

をご覧ください。 

〈日時〉令和３年１月１０日（日）午前１１時 

 

住宅の耐震化と家具の転倒防止！ 

阪神・淡路大震災では、多くの方が住宅の倒壊等による圧迫もし

くは倒壊した住宅や転倒した家具から逃れることができず、その後

に発生した火災により亡くなられています。 

このような被害を軽減するため、住宅の耐震化や家具の転倒防止

を図りましょう。 

＜家具の配置や転倒防止の対策＞ 
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文化財を火災から守ろう！ 

昭和２４年１月２６日、現存する世界最古の木造建築物である法

隆寺金堂の壁画が焼損したことを教訓に、文化財への防火・防災に

関する意識の高揚を図るため、１月２６日を「文化財防火デー」と

定めました。 

盛岡市には、貴重な文化財が数多くあり

ます。火災から文化財を保護し、後世に残

すことは、私たちの責務です。 

文化財を火災から守るため、地域の皆様

も火災予防に努めましょう。 

 

１月１７日は「防災とボランティアの日」 
 阪神・淡路大震災が発生した１月１７

日は「防災とボランティアの日」、１月 

１５日（金）から１月２１日（木）まで 

は「防災とボランティア週間」です。 

東日本大震災を始め、全国各地で地震

や風水害などの自然災害が数多く発生し、 

甚大な被害をもたらしています。 

災害ボランティア活動による復旧・復興支援、生活再建支援等の

活動は、被災地の復興を早めるなど、大きな役割を果たしています。 

 ボランティア活動に関心のある方は、身近で活動するボランティ

ア団体への参加、活動支援のための募金など、少しずつ参加してみ

てください。 
 

 盛岡市内の１月から１１月までの火災件数 
 

 令 和 ２ 年 令 和 元 年 比 較 増 減 

火 災 件 数 ２４件 ３７件 １３件減 

死 者 数 ３人 ３人 増減なし 
 
 令和２年１１月中の火災１件の内訳 
 

１１月１４日 南仙北一丁目 店舗、事務所及び倉庫 ぼや 


